評価の観点と評価規準　3年上
	単元
	小　単　元
	
	観　点　別　学　習　状　況　の　評　価　規　準

	
	
	
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	技能
	知識・理解

	1
九九の表とかけ算
	
	Ａ
	さらに九九表から進んできまりを見つけ，活用しようとしている。
	乗数や被乗数と積の関係からかけ算のきまりを見つけ，活用して10のかけ算の仕方を考えることができる。
	10や0のかけ算ができ，手際よくかけ算のきまりを使って乗数や被乗数を求めることができる。
	かけ算のきまりや10や0のかけ算の意味を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	九九表に関心を持ち，進んできまりを見つけ，活用しようとしている。
	乗数が増減するのに伴う積の変化のきまりを見つけ，これを活用して10のかけ算の仕方を考えることができる。
	10や0のかけ算ができ，かけ算のきまりを使って乗数や被乗数を求めることができる。
	かけ算のきまりや10や0のかけ算の意味を理解している。

	2
わり算
	①分け方とわり算
	Ａ
	同じずつ分ける計算を，かけ算と関連づけて調べていこうとしている。
	除法の計算の仕方を，乗法の計算を基にして筋道立てて考えることができる。
	わり算が用いられる場面を立式し，すらすらとわり算の答えを求めることができる。
	等分除，包含除の分け方と0を含めたわり算の意味を理解し，その答えの求め方も理解している。

	
	
	Ｂ
	同じずつ分ける計算について，数図ブロックを使って調べていこうとしている。
	除法の計算の仕方を，乗法の計算を基にして考えることができる。
	除法の立式とともに九九を使って確実にわり算の答えを求めることができる。
	等分除，包含除の分け方とわり算の意味を理解し，0のわり算の意味を理解している。

	
	②わり算を使って
	Ａ
	わり算の活用に関心を持ち，問題づくりやわり算を使った問題に進んで取り組もうとしている。
	倍とわり算を関係づけて考えたり，わり算を活用してわり算を使った問題を考えたりすることができる。
	除法と加減を組み合わせた問題を手際よく解くことができる。
	わり算の意味を基に作問し，何倍を求めるときもわり算を用いることを確実に理解している。

	
	
	Ｂ
	問題づくりやわり算を使った問題に取り組もうとしている。
	倍とわり算を関係づけて考えたり，わり算を使った問題を考えたりすることができる。
	除法と加減を組み合わせた問題を解くことができる。
	わり算の意味を基に作問し，何倍を求めるときもわり算を用いることを理解している。

	
	③答えが九九にない

わり算
	Ａ
	答えが九九にないわり算の計算の仕方を工夫して考えようとしている。
	被除数を数構成的に分解し，10を単位にして九九を活用して計算の仕方を考えることができる。
	答えが九九にない簡単なわり算の計算が確実にできる。
	答えが九九にない簡単なわり算の計算の仕方を確実に理解している。

	
	
	Ｂ
	答えが九九にないわり算の計算の仕方を具体物の操作をして考えようとしている。
	お金の模型を使って，10を単位にして九九を活用して計算の仕方を考えることができる。
	答えが九九にない簡単なわり算の計算ができる。
	答えが九九にない簡単なわり算の計算の仕方を理解している。

	●

どんな計算になるのかな
	
	Ａ
	具体的な事象における問題について，かけ算になるか，わり算になるかを判断して式に表し，説明しようとしている。
	かけ算やわり算の意味に基づいて判断し，式のわけを，図や言葉を使って説明できる。
	かけ算になるか，わり算になるか，手際よく演算決定し，式にかくことができる。
	式と言葉，図を結びつけて，乗除の意味をわかりやすく説明できる。

	
	
	Ｂ
	かけ算になるか，わり算になるかの判断をし，説明しようとしている。
	かけ算やわり算の意味に基づいて判断し，式のわけを，図を使って説明できる。
	かけ算になるか，わり算になるか，演算決定し，式にかくことができる。
	式と言葉や図を用いて，乗除の意味を説明することができる。

	3

円

と

球
	
	Ａ
	円や球に関心を持ち，身の回りからそれらの特徴を生かしているものを進んで調べようとしている。
	直径と半径の関係，円と球に共通する性質などについて考えることができる。
	コンパスで正確に円や円を使った模様をかいたり，長さを写し取ったりすることができる。
	円や球の意味や性質中心，半径，直径を確実に理解している。　



	
	
	Ｂ
	円や球に関心を持ち，それらについて調べようとしている。
	直径と半径の関係，円と球に共通する性質について考えることができる。
	コンパスを使って円や円を使った模様をかいたり，長さを写し取ったりすることができる。

	円や球の意味や性質と中心，半径，直径を理解している。

	●

みんなで話しあいましょう
	
	Ａ
	積極的に説明したり，質問やつけたしをして，自分の考えを深化・発展させようとしている。
	図やわかりやすい言葉などを的確に用いて説明したり，質問したりするなど話し合いの仕方を考えることができる。
	みんなで話し合うために大切な5つ以上の事柄を取り上げることができる。
	話し合い活動の６つの大切なことを実感的に理解している。

	
	
	Ｂ
	話し合いの仕方に関心を持ち，図やわかりやすい言葉などを用いて説明したり質問したりしようとしている。
	図やわかりやすい言葉などを用いて説明したり，質問したりするなど話し合いのしかたを考えることができる。
	みんなで話し合うために大切なことを3つ程度取り上げることができる。
	話し合い活動の６つの大切なことを理解している。

	◎
かくれた数はいくつ(1)
	
	Ａ
	関係図などを使って問題をとらえ，乗法や除法のを活用して問題を解決しようとしている。
	関係図を使って，問題の数量関係をとらえたり，解決の仕方を説明したりすることができる。
	問題を関係図に表し，かくれた数を手際よく求めることができる。
	関係図の意味や乗除の関係をよく理解している。

	
	
	Ｂ
	関係図などを使って問題の数量の関係をとらえようとしている。
	関係図を使って，問題の数量関係をとらえ，問題解決の仕方を考えることができる。
	線分図を基に関係図をかき，かくれた数を求めることができる。
	関係図の意味や乗除の関係を理解している。

	4

たし算とひき算の筆算
	①何百のたし算と

ひき算
	Ａ
	(何百)±(何百)の計算の仕方を，進んで既習の基数計算を基にして考えようとしている。
	(何百)±(何百)の計算を100を単位にして考えることができる。
	(何百)±(何百)の立式をして答えを確実に求めることができる。
	(何百)±(何百)の計算は100を単位として考えればよいことを十分に理解している。

	
	
	Ｂ
	(何百)±(何百)の計算の仕方を既習の基数計算を基にして考えようとしている。
	(何百)±(何百)の計算の仕方をお金の模型を使って100を単位として考えることができる。
	(何百)±(何百)の計算の答えを求めることができる。
	(何百)±(何百)の計算は100を単位として考えればよいことを理解している。

	
	②たし算の筆算
	Ａ
	(3桁)＋(3桁)の筆算の仕方を既習の筆算を基に考え，説明しようとしている。
	既習の(2桁)＋(2桁)の筆算の仕方を基に，筋道立てて考えることができる。
	(3桁)＋(3桁)の計算について，筆算で確実に答えを求めることができる。


	(3桁)＋(3桁)の筆算の仕方を十分に理解している。

	
	
	Ｂ
	(3桁)＋(3桁)の筆算の仕方を既習の筆算を基にして考えようとしている。
	計算棒を使って，既習の(2桁)＋(2桁)の筆算の仕方を基にして，考えることができる。


	(3桁)＋(3桁)の計算について，筆算で答えを求めることができる。
	(3桁)＋(3桁)の筆算の仕方を理解している。

	
	③ひき算の筆算
	Ａ
	(3桁)－(3桁)の筆算の仕方を既習の筆算を基に考え，説明しようとしている。
	(3桁)－(3桁)の筆算を既習の(2・3桁)－(2桁)の筆算の仕方を基に，筋道立てて考えることができる。
	(3桁)－(3桁)の計算について，筆算で確実に答えを求めることができる。
	(3桁)－(3桁)の筆算の仕方を十分に理解している。

	
	
	Ｂ
	(3桁)－(3桁)の筆算の仕方を既習の筆算を基にして考えようとしている。
	(3桁)－(3桁)の筆算を計算棒を使って，既習の(2・3桁)－(2桁)の筆算の仕方を基にして，考えることができる。
	(3桁)－(3桁)の計算について，筆算で答えを求めることができる。
	(3桁)－(3桁)の筆算の仕方を理解している。

	
	④4けたの数の筆算
	Ａ
	4桁同士の加減筆算に関心を持ち，既習の筆算を基にして，進んで取り組もうとしている。
	桁数の少ない場合を基にして，4桁同士の加減計算の仕方を考え，説明することができる。
	桁数の少ない場合を基にして，4桁同士の加減計算が確実にできる。
	4桁同士の加減計算も桁数の少ない場合の計算と同様にすればできることを理解している。

	
	
	Ｂ
	4桁同士の加減筆算に進んで取り組もうとしている。
	桁数の少ない場合を基にして，4桁同士の加減計算の仕方を考えることができる。
	桁数の少ない場合を基にして，4桁同士の加減計算ができる。
	4桁同士の加減計算の仕方を理解している。

	●

買えますか？買えませんか？
	
	Ａ
	買い物の場面において，買えるか，買えないかの判断をし，進んで説明しようとしている。
	買えるか，買えないかの判断のわけを，値段の見積もりを根拠にして言葉や図などを用いて的確に説明することができる。
	ものの値段をおよそ何百円と見て，買えるか，買えないかを的確に判断できる。
	買えるか，買えないかの判断の拠り所となる値段の見積りの仕方を確実に理解している。

	
	
	Ｂ
	買い物の場面において，買えるか，買えないかの判断をし，説明しようとしている。
	買えるか，買えないかの判断のわけを，値段の見積もりを根拠にして，言葉や図などを用いて説明することができる。
	ものの値段をおよそ何百円と見て，買えるか，買えないかを判断できる。
	買えるか，買えないかの判断の拠り所となる見積りの仕方を理解している。

	5

一億までの数
	①万の位
	Ａ
	万をこえる数の，数の表し方，仕組み，数系列などを進んで調べようとしている。
	既習の十進位取り記数法を基に数の表し方や仕組みを考え，万を単位にした相対的な見方ができる。
	一億までの数を数直線上に表したり，数直線上の数をよんだりすることができる。
	一億までの数の仕組みや表し方を十進位取り記数法に基づいて十分理解している。

	
	
	Ｂ
	万をこえる数の，数の表し方，仕組み，系列などを調べようとしている。
	既習の十進位取り記数法を基に数の表し方や仕組みを考え，万を単位にした相対的な見方ができる。
	一億までの数の表し方を知り，よんだり，かいたり，大小判断をしたりすることができる。


	一億までの数の仕組みや表し方を十進位取り記数法に基づいて理解している。

	
	②10倍した数，10で
わった数
	Ａ
	10倍，100倍したり，10でわったりするときの数の大きさに関心を持ち，その仕組みを調べようとしている。
	10倍，100倍したり，10でわったりしたとき，位がどのように変わるかに着目して，数を考えることができる。
	整数を10倍，100倍したり，10でわったりした数を確実に求めることができる。
	10倍，100倍したり，10でわったりすることにより，位がいくつ上がり下がりするかを理解している。

	
	
	Ｂ
	10倍，100倍したり，10でわったりするときの数を調べようとしている。
	10倍，100倍したり，10でわったりするとき，位がどのように変わるかに着目することができる。
	整数を10倍，100倍したり，10でわったりした数を求めることができる。
	10倍，100倍したり，10でわったりすることにより，位がいくつ上がり下がりするかを理解している。

	6

たし算とひき算
	
	Ａ
	日常生活の事柄を暗算で行おうとしている。
	被加数や被減数を分解しない（2桁)±(2桁)の暗算の仕方を考えることができる。
	100－(2桁)や (2桁)±(2桁)の計算が確実に暗算でできる。
	100－(2桁) ，(2桁)±(2桁)の暗算の仕方を十分に理解している。

	
	
	Ｂ
	簡単な(2桁)±(2桁)の計算は暗算で行おうとしている。
	被加数や被減数を分解しない（2桁）±((2桁)の暗算の仕方を考えることができる。
	100－(2桁)や (2桁)±(2桁)の計算が暗算でできる。
	100－(2桁) ，(2桁)±(2桁)の暗算の仕方を理解している。

	●

算数の自由研究
	
	Ａ
	迷路づくりに興味や関心を持ち，他にも興味を持った自由研究をやってみようとしている。
	見通しをもって，迷路を通ることができる。
	迷路を通ったり，いろいろな迷路を作ったりすることができる。
	迷路遊びのきまりや迷路の作り方がわかる。

	
	
	Ｂ
	迷路づくりに興味や関心を持ち，取り組もうとしている。
	試行錯誤しながら迷路を通ることができる。
	迷路を通ったり，作ったりすることができる。
	迷路の遊び方や楽しさがわかる。

	7
時間
と長さ
	①時こくと時間
	Ａ
	日常生活の中で時刻や時間の計算のよさや時間の単位に関心を持ち，進んで時間を守ろうとしている。
	時計や数直線を使って，必要な時刻や時間の計算の仕方を考えることができる。
	手際よく必要な時刻や時間を求めたり，秒の単位を用いて測定したりすることができる。
	時刻と時間の違い，日，時，分，秒の関係を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	日常生活の中で必要な時刻や時間を進んで求めようとしている。
	時計や数直線を使って，必要な時刻や時間を考えることができる。
	時刻や時間を求めることができる。
	時刻と時間の違い，日，時，分，秒の関係を理解している。

	
	②長さ調べ
	Ａ
	大きな長さの単位に関心を持ち，工夫して調べようとしている。
	目的に応じて巻き尺で測ることを考え，的確に道のりやかかる時間を予想することができる。
	巻き尺を使って手際よく測定したり，長さの計算をしたりすることができる。
	kmとｍの相互の関係や巻き尺で道のりを測定する方法を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	道のりの見当をつけたり，巻き尺で測ろうとしたりしている。
	目的に応じて巻き尺で測ることを考え，道のりやかかる時間を予想することができる。
	巻き尺を使って測定したり，長さの計算をしたりすることができる。
	長さの単位kmを知り，巻き尺で道のりを測定する方法を理解している。

	8

あまりのあるわり算
	①あまりのある

わり算のしかた
	Ａ
	進んで，余りのあるわり算の計算の仕方をかけ算との関連でとらえようとしている。
	乗法を基に余りのあるわり算の仕方を考えたり，余りの大きさを帰納的に考えたりすることができる。
	余りのあるわり算の計算がすらすらと確実にできる。
	余りのあるわり算の意味，余りの大きさ，答えの確かめ方をよく理解している。

	
	
	Ｂ
	余りのあるわり算の計算の仕方をかけ算との関連でとらえようとしている。
	乗法を基に余りのあるわり算の仕方を考えることができる。
	余りのあるわり算の計算が確実にできる。
	余りのあるわり算の意味，余りの大きさ，答えの確かめ方を理解している。

	
	②あまりを考えて
	Ａ
	日常生活の中でも適切に余りを処理しようとしている。
	場面に応じた適切な余りの処理の仕方を考えることができる。
	問題場面に応じて手際よく，適切に余りを処理することができる。
	場面に応じた適切な余りの処理の仕方を十分に理解している。

	
	
	Ｂ
	問題解決の場面に応じて適切に余りを処理しようとしている。
	場面に応じた適切な余りの処理の仕方を考えることができる。
	問題場面に応じて，適切に余りを処理することができる。
	場面に応じた適切な余りの処理の仕方を理解している。

	◎

何

倍

でしょう
	
	Ａ
	変量に着目し，まとめて考えるよさに気づき，進んでまとめて考えようとしている。
	関係図をかいて変量に着目し，3倍の2倍は6倍とまとめて考えることができる。
	手際よく何倍になるかを考えて，問題を解決できる。
	ａ倍のｂ倍が(ａ×ｂ)倍になることを十分理解している。

	
	
	Ｂ
	変量に着目し，まとめて考えようとしている。
	関係図を使って変量に着目し，3倍の2倍は6倍と考えることができる。
	変量に着目し，何倍になるかを考えて問題を解くことができる。
	ａ倍のｂ倍が(ａ×ｂ)倍になることを図と結びつけて理解している。


	9

計算のじゅんじょ
	
	Ａ
	乗法の結合法則を問題解決の場で進んで活用しようとしている。
	多くの数をかけるとき，計算の順序をかえても答えは同じことを見いだすことができる。


	問題解決の場で，乗法の結合法則を有効に使って解くことができる。
	乗法の結合法則について十分に理解している。

	
	
	Ｂ
	乗法の結合法則を問題解決の場で活用しようとしている。
	多くの数をかけるとき，計算の順序をかえても答えは同じことに気づくことができる。
	乗法の結合法則を使って，問題を解くことができる。
	乗法の結合法則について理解している。

	●

よみとる算数(1)
	
	Ａ
	レポートから必要な情報を収集・選択し，進んで問題を解決しようとしている。
	解決に必要な時間や道のりに関する情報を収集，選択して，自分で考えることができる。
	レポートの情報を適切に活用して，問題を解決することができる。


	文章と地図とを結びつけて，正しく情報を理解している。

	
	
	Ｂ
	レポートから必要な情報を収集・選択し，問題を解決しようとしている。
	解決に必要な時間や道のりに関する情報を収集，選択して考えることができる。


	レポートの情報を活用して問題を解決することができる
	文章と地図とを結びつけて，情報を理解している。

	◎

間

の

数
	
	Ａ
	「間の数」の問題を図にかいて，きまりを見つけて考えようとしている。
	線分図や図などを使ってきまりを見つけ，そのきまりを使って考えることができる。
	順序や植木算の問題を手際よく解くことができる。
	木の数―１＝間の数というきまりを知っている。

	
	
	Ｂ
	「間の数」の問題を図にかいて考えようとしている。
	○や線の図にかいて考えることができる。
	順序や植木算の問題を図にかいて解くことができる。
	図にかいて考える方法を理解している。

	★

算数のまど
	1　九九の表と　かけ算

ステップ
	Ａ
	問題を作り変えて，いろいろなかけ算に取り組もうとしている。
	いくつ分，何倍と筋道立てて考えることができる。
	かけ算の式で表現し，手際よく計算できる。
	0や10を含むかけ算の計算の仕方を十分に理解している。

	
	
	Ｂ
	かけ算に進んで取り組もうとしている。
	いくつ分，何倍と考えることができる。
	かけ算の式で表現し，計算できる。
	0や10を含むかけ算の計算の仕方を理解している。

	
	1　九九の表と　かけ算

ジャンプ
	Ａ
	昔の九九の表と今の九九の表を比べて，相違点を見つけようとしている。

	昔の九九の表のきまりを考え，筋道立てて説明することができる。
	昔の九九の表を今の九九と対応して，適切に読むことができる。
	昔の九九の表に書いてない九九がどうしてあるのかを理解している。

	
	
	Ｂ
	昔の九九の表の構成を見つけようとしている。
	昔の九九の表のきまりを考え，説明することができる。

	昔の九九の表を今の九九と対応して読むことができる。
	昔の九九と今の九九の違いを理解している。

	★

算数のまど
	2　わり算

ステップ
	Ａ
	わり算カードを作って練習に進んで友達と一緒に取り組もうとしている。
	九九の表を見て，いろいろなわり算カードの作り方を考えることができる。
	わり算カードを使っていろいろな練習をして，確実に覚えている。
	わり算の答えを知識として確実に覚えている。

	
	
	Ｂ
	わり算カードを作ってわり算練習をしようとしている。
	九九の表を見て，答えが２になるわり算カードの作り方を考えることができる。
	わり算カードを使っていろいろな練習をして，覚えている。
	わり算の答えを知識として覚えている。

	
	2　わり算

ジャンプ
	Ａ
	わり算のカード並べの問題に取り組み，自分でもいろいろ作ってみようとしている。
	わり算とかけ算を関連づけ，1つの数を2つの数の積と見て，いろいろな問題を考えることができる。
	除数と商の組について順序よく考えたり，かけ算の交換法則を用いたりして手際よく処理できる。
	わり算とかけ算の関連や交換法則を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	わり算のカード並べの問題に取り組み，自分でも作ってみようとしている。
	わり算とかけ算を関連づけ，1つの数を2つの数の積と見ることができる。
	除数とその商の組を見つけて，処理できる。
	わり算とかけ算の関連や交換法則を理解している。

	
	3　円と球

ステップ
	Ａ
	コンパスを使って楽しんで5㎝の長さを写し取ろうとしている。
	円は一点から等しい距離にある点の集まりであることから筋道立てて考えることができる。
	コンパスを使って5㎝の長さを写し取って，ボールをゴールに入れることが手際よくできる。
	円は一点から等しい距離にある点の集まりであることを十分理解している。

	
	
	Ｂ
	コンパスを使って5㎝の長さを写し取ろうとしている。
	円は一点から等しい距離にある点の集まりであることから考えることができる。
	コンパスを使って半径5㎝の円をかき，ゴールに入れることができる。
	円は一点から等しい距離にある点の集まりであることを理解している。

	
	3　円と球

ジャンプ
	Ａ
	円を用いて宝のありかを見つけ，似た問題を作ろうとしている。
	円は一点から等しい距離にある点の集まりであることから筋道立てて考えることができる。
	条件に応じた円を手際よくかき，「宝さがし」ができる。
	円は一点から等しい距離にある点の集まりであることを十分理解している。

	
	
	Ｂ
	円をかいて，宝のありかを見つけようとしている。
	円は一点から等しい距離にある点の集まりであることから考えることができる。
	条件に応じた円をかき，「宝さがし」ができる。
	円は一点から等しい距離にある点の集まりであることを理解している。

	
	4　たし算とひき算の　筆算

ステップ
	Ａ
	進んで数当てゲームに取り組み，似た問題をいろいろ作ろうとしている。
	答えとたす数の関係に着目してかくれた数を筋道立てて考えることができる。
	(3桁)±(3桁)の筆算のかくれた数を手際よく見つけることができる。
	「たされる数，たす数，答え」「ひかれる数，ひく数，答え」の関係をよく理解している。

	
	
	Ｂ
	進んで数当てゲームに取り組み，似た問題を作ろうとしている。
	答えとたす数の関係に着目してかくれた数を考えることができる。
	(3桁)±(3桁)の筆算のかくれた数をみつけることができる。
	「たされる数，たす数，答え」「ひかれる数，ひく数，答え」の関係を理解している。

	
	4　たし算とひき算の　筆算

ジャンプ
	Ａ
	進んでカード並べに取り組み，似た問題をいろいろ作ろうとしている。
	1桁＋1桁の和の一の位の数に着目し，あてはまるカードを考えることができる。
	たし算の筆算の空いた数を手際よく求めることができる。
	たし算の筆算の仕組みを確実に理解している。

	
	
	Ｂ
	進んでカード並べに取り組み，似た問題を作ろうとしている。
	試行錯誤的に考えることができる。
	たし算の筆算の空いた数に数字カードを試行錯誤的にあてはめて見つけることができる。
	たし算の筆算の仕組みを理解している。

	★

算数のまど
	7　時間と長さ

ステップ
	Ａ
	日常生活に当てはめて時刻や時間を求めようとしている。
	必要な時刻や時間の求め方を考えることができる。
	手際よく時刻や時間を求めたり，長さの計算をしたりすることができる。
	午前と午後の区別をして，時計を使った時刻や時間の求め方を理解している。

	
	
	Ｂ
	時刻や時間を進んで求めようとしている。
	時計を使って，必要な時刻や時間の求め方を考えることができる。
	時刻や時間を求めたり，長さの計算をしたりすることができる。
	時計を使った時刻や時間の求め方を理解している。

	
	7　時間と長さ

ジャンプ
	Ａ
	進んで1分や10ｍの量感をつかもうとしている。 
	見当をつけてから，効率的に活動することを考える。
	1分間にできること，10ｍのひもを使ってできる活動をいろいろ調べることができる。
	1分，10ｍの量感を実感的に理解している。

	
	
	Ｂ
	1分や10ｍの量感を身につけようとしている。
	見当をつけてから，活動することを考える。
	1分間にできること，10ｍのひもを使ってできる活動を調べることができる。
	1分，10ｍの量感を活動を通して理解している。

	
	8　あまりのあるわり算

ステップ
	Ａ
	余りを小さくする方法を考えようとしている。
	わる数を基に余りが小さくなるように２つの数字を組み合わせてわられる数を考えることができる。
	わる数を基に，手際よく余りが小さい式を作ることができる。
	わる数と余りの大きさの関係をよく理解している。

	
	
	Ｂ
	関心を持ち，進んで取り組もうとしている。
	余りが小さくなるように２つの数字を組み合わせてわられる数を考えることができる。
	わる数を基に，余りが小さい式を作ることができる。
	わる数と余りの大きさの関係を理解している。

	
	8　あまりのあるわり算

ジャンプ
	Ａ
	わる数を変えて色ぬりしたカード同士でわる数とそれぞれのカードとのきまりを見つけようとしている。
	数表のもようから，論理的に除数と余りの規則性を考えることができる。
	あまりのあるわり算の計算が確実にできる。
	除数と余りには規則があることをもようと結びつけて十分に理解している。

	
	
	Ｂ
	色の並び方についてのきまりを見つけようとしている。
	数表の色のもようから除数と余りの規則性を考えることができる。
	あまりのあるわり算の計算ができる。
	除数と余りには規則があることをもようと結びつけて理解している。
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